
１ はじめに 

近年，農業経営に情報技術を活用して，低コストで安定した農

作物の収穫を実現するための仕組みや情報機器の開発が活発

に行われている．日本でも，農業クラウドサービスが構築され，セ

ンサを使った自動制御の仕組みが導入され，活用され始めている

[1]．しかし，一方では，病害虫の発生状況やその対策について

情報を得ることは，専門家による人的サポートが主体となっており，

個人経営の農家では，迅速かつ正確な対策を施すことが困難な

状況となっている．また，近年，病害虫や害虫への対策として新た

な技術開発が進んでおり[2]，特色ある農作物の育成を推進する

ために，それらの最新技術と連携した情報提供のサービスが必要

であると考えられる． 

そこで，本研究では，日本全国の病害虫発生状況に関する情

報を統合して扱うデータベースを構築し，さまざまなデータ分析や

今後の病害虫発生予測の基礎データとして活用するための仕組

みを構築する．過去から現在までの病害虫発生情報を，地域，作

物，及び病害虫の種類等を選択して抽出し，アニメーションで視

覚的にその状況を把握するためのサービスを提供する Web シス

テムを開発し，その有効性の検証を行う．本システムの概要を図 1

に示す． 

2 病害虫発生情報の収集 

現在，日本では，病害虫発生に関する情報として，約１ヶ

月に１回の頻度で各都道府県の病害虫防除所の Webサイトで

公開されている「病害虫発生予察」（以後，「予察」と略記す

る）がある．これは，各都道府県の病害虫防除所が，専門家

による調査を実施し，その結果に基づいて，個々の地域での

病害虫発生状況や今後の変化に関する情報を記載した報告書

である．予察は，農家にとっての重要な情報源であるが，都

道府県毎にことなるフォーマットの PDFファイルで提供され

ているため，時系列での発生状況の変化，発生場所の推移状

況，農地の環境特性に基づいた状況の把握等が困難であり，

個々の農家が独自にこれらの情報を獲得することは困難な状

況である．そこで，本研究では，情報公開された予察毎に，

作物，地域，病害虫，発生の程度を抽出し，統一フォーマッ

トでデータベースに蓄積する．予察は，その発行時期や都道

府県によって，フォーマットや内容が異なるので，データを

自動的に抽出することは難しいと考えられる．そこで，本研

究では，予察が公開されるサイトの更新情報を自動的に取得

し，その内容の要点を管理者がデータベースに登録するアプ

リケーションを開発する．病害虫発生状況の詳細な内容のデ

ータベース登録については，現状では人手で行っている．  

 

３ 病害虫発生情報の視覚化 

データベースに蓄積された病害虫発生情報は，データベース

の検索機能を利用することによって，病害虫の発生場所，発生期

間，対象となる作物名，発生した病害虫名等について条件指定を

してデータの検索・抽出を行うことができる．本研究では，抽出さ

れたデータから発生場所と発生量を地図上に色分けし，時間経

過による変化をアニメーションで表現する Web システムを構築す

る．図２に，本システムの表示画面を示す．ユーザは，Web サイト

上で，検索条件を入力する．図１では，2014年 4月から 2014年 9

月までの期間で，カンキツに対するミカンハダニの発生について

検索している．システムは，入力された検索条件でデータを抽出

し，その結果を地図上に色分けして表示する．  

 

 

4 まとめ 

本研究では，迅速な病害虫発生情報の配信を目的とした病害

虫発生情報システムの新たな機能として，データの検索・抽出と，

そのデータを用いたアニメーションの自動生成による視覚化の機

能を構築した．また，実データを対象とした実証実験を行うため，

九州の各都道府県で発行されている予察からデータを抽出して

データベースへ登録し，実験用のデータを作成している．予察は，

年に 12～13 回程度，全ての都道府県で発行されているため，過

去 10 年分のデータを蓄積するためには，膨大な時間と人手が必

要である．今後は，データの登録にかかる時間を短縮するための

機能開発を行い，蓄積されたデータから，広い範囲や期間で病

害虫の発生状況を分析するためのアルゴリズム開発とシステム構

築を計画している． また，実際の農地での病害虫発生情報を収

集する仕組みを構築して本システムと連携するためのシステム開

発も今後の課題である． 
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図 1. 病害虫発生情報共有システムの概要 

図２. 病害虫発生情報の視覚化の機能 
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